
目的 主な調査内容 平成２５年調査結果 平成２６年調査方針 備考

新名神高速道路の影響把握

 直接的な影響の把握
（道路工事に伴う、生育地
の直接改変の影響）

①篳篥用ヨシ採取エリア
の把握【平成25年1月】

■篳篥用ヨシ採取エリアは、高速道路計画ルート
から南側に約60ｍ以上離れていることが判明しま
した

⇒引き続き篳篥用ヨシ採取エ
リアの確認を実施します

参考資料
（Ｐ３）

 間接的な影響の把握
（道路工事や橋梁設置に
伴う、ヨシ原への水分供給
への影響）

②土壌水分供給状況の
把握（雨水・導水路・地
下水）
【平成25年4月～継続中】

■地下水の流れの方向（流向）
現地調査及び地下水位調査によって、導水路から
浸透した水は、堤防側から本流側へと河川横断方
向に流れていました

■地下水の流れの土中における深さ（地下水位）

①通水前の地下水位は、河川の水位とほぼ同じ
高さでした

②通水後に地下水位は上昇しますが、導水路から
離れるにつれて、地下水位の上昇度合いが低い
傾向にありました

⇒継続的な計測と流向に関す
る詳細な調査を実施します

⇒地下茎や根の伸長状況及
び地下水との関係性ついて調
査を実施します

参考資料
（Ｐ４～７）

篳篥（ひちりき）用ヨシとその
他のヨシとの植物学的な相
違点の把握

③生育環境の把握
・ヨシの生育環境に関す
る調査
【平成25年4月～継続中】

■「篳篥用ヨシが採取されている箇所」「その他の
箇所」に分けて植生を調査した結果、以下の内容
が分かりました

① 「篳篥用ヨシが採取されている箇所」のヨシは、
草丈が高く、茎径の太いものが多い
② 「篳篥用ヨシが採取されている箇所」は、導水
路付近のヨシ群落（その他のヨシ）より、相対的に
地盤が高いところに位置している

⇒引き続き、生育環境・ヨシ草
丈・茎径に関する調査を実施
します

参考資料
（Ｐ８）

・ＤＮＡ分析による特性
の調査
【平成25年10月～継続
中】

（実施中） ⇒ＤＮＡ分析により、遺伝的な
特性を把握します

参考資料
（Ｐ９）

ヨシに関する生育試験 ④生育試験によるヨシの
特性の調査
【平成25年4月～継続中】

（実施中） ⇒継続して、環境条件の違い
よる生育試験を実施します

参考資料
（Ｐ10～11）

平成２５年調査結果と平成２６年の調査方針 別紙



参考資料

新名神高速道路新名神高速道路
鵜殿ヨシ原の環境保全に関する平成25年の調査結果

及び平成26年の調査方針について及び平成26年の調査方針について

平成25年12月25日平成25年12月25日



１．全体スケジュール

年度 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 開通以降

新名神高速道路 鵜殿ヨシ原の環境保全に向けた検討会

開

通

ヨシの生育等に
関する現状調査

保全対策の実施
及びモニタリング

保全対策の検討
モニタ
リング

予

定調査・設計

用地買収・地元協議

【参考】当該区間を含む新名神高速道路（八幡～高槻間）の工程

新名神高速道路（八幡～高槻間）の主な経緯

工事施工

平成7年7月 都市計画決定（大阪府域） ⇒ ルート決定

平成10年12月 施行命令 ⇒ 測量・調査等に着手

平成18年2月
第２回国土開発幹線自動車道建設会議
（抜粋）主要な周辺ネットワ クの供用後における交通状況を見て改めて着工について判断する（抜粋）主要な周辺ネットワークの供用後における交通状況を見て改めて着工について判断する。

平成23年12月

高速道路のあり方検討有識者委員会
（抜粋）高速道路ネットワークに求められる機能

・大都市、ブロック中心都市間の連絡については、国土の骨格となるネットワークとして高いサービスレベルを確保。
・ゲートとなる空港、港湾などとの連結性を高め、利用者に使いやすいスムーズなアクセスを強化。
・三大都市、ブロック中心都市を結ぶネットワークは、いざという時にも機能するよう多重化。

平成24年4月 事業許可
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２．平成２５年に実施した調査内容

【平成２５年の主な調査内容】【調査の目的】

篳篥用ヨシの生育環境の保全・拡大

 新名神高速道路の影響把握

直接的な影響の把握

① 篳篥用ヨシ採取エリアの把握
（平成２５年１月） 資料１

（道路工事に伴う、生育地の直接改変の影響）

間接的な影響の把握

（道路工事や橋梁設置に伴う ヨシ原への水分供給へ

② 土壌水分供給状況の把握
（雨水・導水路・地下水）

（ 成 年 継続中）
資料２（道路工事や橋梁設置に伴う、ヨシ原への水分供給へ

の影響）

 篳篥（ひちりき）用ヨシとその他のヨシとの

（平成２５年４月～継続中）
資料

③ 生育環境の把握
ヨシの生育環境に関する調査 篳篥（ひちりき）用ヨシとその他のヨシとの

植物学的な相違点の把握

 ヨシに関する生育試験

（平成２５年４月～継続中）

DNA分析による特性の調査
（平成２５年１０月～継続中）

資料３

 ヨシに関する生育試験
④ 生育試験によるヨシの特性の調査

（平成２５年４月～継続中）
資料４
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料１

① 篳篥用ヨシ※1採取エリアの把握

篳篥用ヨシ採取エリアは、高速道路計画ルートから南側に約60ｍ以上
離れていることが判明しました。

確認できた事項

鵜殿のヨシ原
• 篳篥用ヨシを採取されている地元の方※２に現地にて立会を頂き、篳篥用ヨシ採取エリアを確認（平成２５年１月）

• 篳篥用ヨシの採取痕を現地にて確認した上で、GPS※３の位置情報を用いて採取地を確認

• 篳篥用ヨシは このエリア内の一部において採取されています。

離れていることが判明しました。

至 大阪湾

篳篥用ヨシは、このエリア内の 部において採取されています。

導水路（春 秋に導水実施）

Ｎ ※１ 篳篥用ヨシとは、雅楽で使用さ
れる良質なヨシで、適度な厚みが
あり弾力に富み割れにくいと言われ、
組織が均 で密度が濃いものが使

篳篥用篳篥用ヨシヨシ
採取エリア採取エリア

導水路（春～秋に導水実施）

篳篥用ヨシが採取されているエリア
高速道路下流側に 約60ｍ～７00ｍ

篳篥用ヨシ採取エリアとの離隔距離
約60m

至 京都
組織が均一で密度が濃いものが使
われていると伺っています。

※２ 篳篥用ヨシを採取されている全
ての地元の方（上牧・道鵜地区の
３名の方）

※３ グローバル・ポジショニング・シ
ステム：全地球測位システム

引き続き 篳篥用ヨシ採取エリアの確認を実施します
平成２６年調査

引き続き、篳篥用ヨシ採取エリアの確認を実施します。
事項
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料２

② 土壌水分供給状況の把握

 ヨシ（植物）の生育環境に関する整理（イメージ図）

湿度
篳篥用ヨシ採取エリアは、高速道路計
画ルートから 南側に約60ｍ以上離れて湿度

気温

日射

画ル トから、南側に約60ｍ以上離れて
いる

日射
篳篥用ヨシ採取エリアは、高速道路計
画ルートから、南側に約60ｍ以上離れ
ている

土壌水分
•雨水土壌 雨水
•導水路
•地下水

•化学的成分
•物理的性質
•地形

篳篥用ヨシ採取エリアの上流側に構造
物を設置した場合の土壌水分への影響
に関する詳細な把握が必要
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料２

② 土壌水分供給状況の把握

 「篳篥用ヨシ採取エリア」の土壌への水分供給に関する整理

「篳篥 ① ② 路 ③ 供給が考「篳篥用ヨシ採取エリア」へは、①雨水、②導水路、③地下水による水分供給が考えられます。

①雨水について

「篳篥用ヨシ採取エリア」は、高速道路計画ルートから、南側に約60ｍ以上離れている篳篥用 シ採取 リア」 、高速道路計画 ら、南側 約 以 離れ る

②導水路について

新名神高速道路の構造物や工事用道路の設置にあたっては、導水路や揚水ポンプの
機能を阻害しない計画を立案する機能を阻害しない計画を立案する

③地下水について

「篳篥用ヨシ採取エリア」の上流側に構造物を設置した場合の土壌水分への影響に関す
る詳細な把握が必要る詳細な把握が必要

以上の３項目から

「篳篥用ヨシ採取エリア」への水分供給のメカニズムを明らかにすることを目的として、地下水
の「流向」及び「深さ」に関する調査を行いました。
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料２

② 土壌水分供給状況の把握

 地下水の流れの方向（流向）についての調査

現地調査及び地下水位調査によって 導水路から浸透した水は 堤防現地調査及び地下水位調査によって、導水路から浸透した水は、堤防
側から本流側へと河川横断方向に流れていました。

確認できた事項

導水路

‘

導水路
導水路

たまり

通常時の
川面

Ａ

１

Ａ‘

１

砂州

導水に伴う地下水の流れ（イメージ図）

※OP：大阪湾最低潮位

２
Ａ

２

継続的な計測と流向に関する詳細な調査を実施します。
平成２６年調査
事項
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料２

② 土壌水分供給状況の把握

 地下水の流れの土中における深さ（地下水位）についての調査

①通水前の地下水位は、河川の水位とほぼ同じ高さでした。

篳篥用 篳篥用Ⅰ 通水前の地下水位 Ⅱ 通水後の地下水位

①通水前 地下水位 、河川 水位 同 高さ 。

②通水後に地下水位は上昇しますが、導水路から離れるにつれて、地下水位の
上昇度合いが低い傾向にありました。

確認できた事項

水位観測孔
雨水

篳篥用
ヨシ採取
箇所

その他

雨水

篳篥用
ヨシ採取
箇所

その他

（イメージ図） （イメージ図）

水位観測孔

導水路

の箇所

導水路

通水後に測定

の箇所

通
水

地下水位まで
の深さは、約４ｍ
～６ｍ程度と推
定される地下水位まで

河川水位
通水前に測定された

地下水位⇒
河川水位

通水後に測定
された地下水位⇒

通水後に地下水で
満たされたと考えら
れる領域

後
定される地下水位まで

の深さは、約７ｍ

地下水地下水 地下水

地下茎や根の伸長状況及び地下水との関係性ついて調査を実施しま
す

平成２６年調査
事項 す。事項
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料３

③ 生育環境の把握③ 生育環境の把握

ヨシの生育環境に関する調査

「篳篥用ヨシが採取されている箇所」「その他の箇所」に分けて植生を調査した結果、以下の内
容が分かりました。

① 「篳篥用ヨシが採取されている箇所」のヨシは、草丈が高く、茎径の太いものが多い
② 「篳篥用ヨシが採取されている箇所」は、導水路付近のヨシ群落（その他のヨシ）より、相対

的に地盤が高いところに位置している

確認できた事項

篳篥用ヨシ採取箇所の茎径データ その他の箇所の茎径データ

茎径10㎜以上は全体の約70％ 茎径10㎜以上は全体の約55％

篳篥用ヨシ採取箇所

その他の箇所
イメージ図

Ａ Ａ‘

平均草丈：3.8ｍ
平均草丈：2.9ｍ

導水路

篳篥用ヨシ採取箇所と
その他箇所の高低差は、

約0.5m

引き続き、生育環境・ヨシ草丈・茎径に関する調査を実施します。
平成２６年調査
事項

8



３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料３

③ 生育環境の把握

 ＤＮＡ分析による特性の調査

生育環境調査により 篳篥用ヨシとその他のヨシとの生育状況の違いに関して傾向がつ

採取箇所 ＤＮＡ抽出サンプリング採取

生育環境調査により、篳篥用ヨシとその他のヨシとの生育状況の違いに関して傾向がつ
かめましたが、ヨシ自体の遺伝的な違いの有無の確認を目的としてＤＮＡ分析を行います。

解
析
・
結

• 鵜殿

篳篥用ヨシ
その他のヨシ

結
果
と
り
ま

以上に加えて

• 宇治川（上流域）

• 十三（下流域）
ま
と
め

のヨシも分析して、
その差異をとりまと
める

•粉砕したヨシの葉から、遠心分離器

• 採取個体に関する計測記録
（採取箇所、茎径）

などを用いてＤＮＡを抽出

ＤＮＡ分析により、遺伝的な特性を把握します。
平成２６年調査
事項事項
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料４

④ 生育試験によるヨシの特性の調査

高速道路総合技術研究所 緑化技術センターにおいて、ヨシの発芽や生育に関する試験
を行い 水分や土壌条件に関する基本的な知見を得ますを行い、水分や土壌条件に関する基本的な知見を得ます。

 発芽試験
鵜殿地区から採取した穂から種子を取り出し、発芽時の性質を調査します。

ヨシの直径の計測 穂の採取 採取した穂

種子の取り出し 発芽試験状況取り出した種子種子の取り出し 発芽試験状況取り出した種子
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３．平成２５年の調査結果概要と平成２６年の調査方針 資料４

④ 生育試験によるヨシの特性の調査
 生育試験

鵜殿ヨシの種子から生産した苗を用いて、水位及び施肥条件を変えて生育試験を行い、成長等の差について調査します。

Ｗａｔｅｒ　Ｌｅｖｅｌ ＧＬ

65
cm

試験ヤード整備（イメージ図）

【浸水状態①】
ヨシが根際まで水没する状態

＊コンパネを敷き、その上に並べ
て、土のうを積み上げる

Ｗａｔｅｒ　Ｌｅｖｅｌ

60
cm

30
cm

【陸性状態】
地表面に木板（コンパネ）を敷
き、その上に植栽容器を設置

【浸水状態②】
ヨシの根が半分水没する状態

【浸水状態③】
ヨシの根が常に水に接する状態

ヨシの根が半分水没する状態

シの幼苗生産状況 シの苗の生育状況 試験ヤ ド の植付状況 調査状況ヨシの幼苗生産状況 ヨシの苗の生育状況 試験ヤードへの植付状況 調査状況

継続して、環境条件の違いによる生育試験を実施します。
（追加試験 鵜殿のヨシの地下茎を採取し 同様な生育試験の実施を予定しています ）

平成２６年調査
事項 （追加試験：鵜殿のヨシの地下茎を採取し、同様な生育試験の実施を予定しています。）事項
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